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　大正時代のことである。韓国併合下の朝鮮で、日本の考古学者らが約二千年前の漆工品を発掘した。

発掘された場所が、漢が朝鮮半島に置いた楽浪郡の遺跡だったことから、それは楽浪漆器と呼ばれた。

いまではその名を記憶する人は少ないだろう。

　しかし昭和初期には、楽浪遺跡を探訪する観光旅行が宣伝されたり、楽浪漆器の文様を引用した同時

代の漆芸作品をめぐって裁判騒動が起きるなど、その発掘はあたかも事件のように話題を呼んだのだっ

た。その存在感は戦後になっても消えたわけではなく、いまでは漆芸の人間国宝に認定されている増村

紀一郎氏も、二十才代後半には東京大学に保管されていた楽浪漆器に魅せられ、その雰囲気に触発され

た作品を日本伝統工芸展に出品したほどである。

　また近年も韓国の国立中央博物館では、楽浪遺品展示室の存続について論議が沸き上がり、韓国古代

史の冒頭に中国製遺物が並ぶことにたいする違和感から、それは 2008（平成 20）年に閉鎖されるとい

う事態が生じている。楽浪漆器の出土は、考古学や近代美術の分野を超え、地政学的あるいは国際政治

学的分野に舞台を換えて、その意味が問われつづけているのだといえよう。　（はじめに より）




